
 

東神楽地域まちづくり条例に係る意見募集結果 
（パブリックコメント及び住民説明会） 

令和７年 7 月 25 日 

 

 東神楽町地域まちづくり条例について、町民の皆様からご意見を募集したところ意見が寄せら

れました。 

 ご意見の要旨及びご意見に対する町の考え方については、次のとおりです。 

 

意 見 の 概 要 意見に対する町の考え方※ 

前文について 

５行目の「地域住民の共助」についてわかりずらく

地域住民に限定しており、表現が適当でないのではな

いか？ 

地域コミュニティの主体は、地域住民であり、「人

と人とが助け合うこと」が地域コミュニティ形成の基

盤であるため、「地域住民の共助」と表現しておりま

す。 

 E 

前文について 

１２行目の「自らの地域のことを協働で行う風土」

という部分がわかりずらいため趣旨を伺いたい。 

 

「風土」の表現は、「地域特有の生活様式や文化」

の意味合いであり、東神楽町の地域コミュニティ活動

は、長年住民の皆様に根付いた生活様式かつ文化でも

あると考え本表現を採用しております。 

 E 

前文について 

20 行目の「参画」についての表現は適切かどうか？

参画だとその集まりが形成される段階から加わるとい

う意味合いが含まれ、それらを努力義務とするのは負

担にならないか？ 

 

いただきました意見について第７回東神楽町地域

自治推進条例策定検討委員会において協議し、地域住

民の皆様が本条例の趣旨を身近に感じ、地域活動に関

与しやすいよう、「参加」の表現を修正しました。 

 A 

他の自治体でも地域自治推進条例のようなものを策

定しているところがあるのか？「目に見える成果が出

ている」ような事例があったら教えてほしい。 

 

本条例は自治基本条例と異なるものです。札幌市の町

内会支え合い条例などが類似していますが、本条例は

地区公民館を含む全ての地域自治組織を対象として

おり独自性があります。 

他自治体での改善事例等を明確に示すことはでき

ませんが、本条例制定を契機に地域自治組織への加入

率維持等に向けた取り組みを進めて参ります。 

 E 

年代や組織別に取り組むべき事項を本条例に盛り込

む必要は無いか？ 

 

本条例は理念条例であるため、個別具体的な取り組

み事項を載せておりません。年代、組織別、地区等の

特色を生かした取り組みについては地区別まちづく

り計画等で住民の皆様の意向を確認し決定して参り

ます。 

 C 

地域を活性化していくため、本条例制定を契機に行

政ではどのようなことを実行していくのか？ 

本条例制定を契機に、町内会・行政区、地区公民館

組織、その他地域自治組織の活動が活性化するような

施策を検討して参ります。 

具体的な案につきましては、HP に掲載している第 7

回地域自治推進条例策定検討委員会資料をご覧くだ

さい。 

 E 



※「意見に対する町の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 
 
 
 

問い合わせ先 

東神楽町まちづくり推進課 
 電話 83-2113 

 


